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第 2問 

 座標平面上にある点 P は、点 A (−8, 8) から出発して、直線 𝑦 = −𝑥 上

を 𝑥 座標が１秒あたり２増加するように一定の速さで動く。また、同じ座標平

面上にある点 Q は、点 P が A を出発すると同時に原点 O から出発して、直

線 𝑦 = 10𝑥 上を 𝑥 座標が１秒あたり１増加するように一定の速さで動く。出

発してから 𝑡 秒後の２点 P, Q を考える。点 P が O に到達するのは 𝑡 = ア 

のときである。以下、0 < 𝑡 < ア で考える。 

 

(1) 点 P と 𝑥 座標が等しい 𝑥 軸上の点を P’ 、点 Q と 𝑥 座標が等しい  𝑥

軸上の点を Q’ とおく。 三角形 OPP’ と三角形 OQQ’ の面積の和 𝑆 を 𝑡 で

表せば 

𝑆 = イ 𝑡2 − ウエ 𝑡 + オカ 

となる。これより 0 < 𝑡 < ア においては、𝑡 = 
キ

ク
  で 𝑆 は最小値 

ケコサ

シ
 

をとる。 

 

 次に、𝑎 を 0 < 𝑎 < ア −1 を満たす定数とする。以下、𝑎 ≦ 𝑡 ≦ 𝑎 + 1 に

おける 𝑆 の最小・最大について考える。 

 

( i ) 𝑆 が 𝑡 = 
キ

ク
 で最小となるような 𝑎 の値の範囲は 

ス

セ
 ≦ 𝑎 ≦ 

ソ

タ
 であ

る。 

 

( ii ) 𝑆 が 𝑡 = 𝑎 で最大となるような 𝑎 の値の範囲は 0 < 𝑎 ≦ 
チ

ツテ
 であ

る。 

 

(2) ３点 O, P, Q を通る２次関数のグラフが関数 𝑦 = 2𝑥2 のグラフを平行移



動したものになるのは、𝑡 = 
ト

ナ
 のときであり、𝑥 軸方向に 

ニヌ

ネ
 、𝑦 軸方向

に 
ノハヒ

フ
 だけ平行移動すればよい。 

 

 
𝑡 秒後の点 P の座標は (−8 + 2𝑡, 8 − 2𝑡)、点 Q の座標は (𝑡, 10𝑡)．点 P 

が点  O と一致するのは  −8 + 2𝑡 = 0 ⇒ 𝑡 = 𝟒  のときである。以下 

0 < 𝑡 < 4 で考える。 

 

(1) 点 P’ の座標は (−8 + 2𝑡, 0) であるため、三角形 OPP’ の面積は 

1

2
 × (8 − 2𝑡) × (8 − 2𝑡) = 2𝑡2 − 16 𝑡 + 32 

また点 Q’ の座標は (𝑡, 0) であるため、三角形 OQQ’ の面積は 

1

2
 ×  𝑡 × 10 𝑡 = 5𝑡2 

よって三角形 OPP’ と三角形 OQQ’ の面積の和 𝑆 は 

𝑆 = (2 𝑡2 − 16 𝑡 + 32) + 5 𝑡2 = 𝟕 𝑡2 − 𝟏𝟔 𝑡 + 𝟑𝟐 

となる。𝑆 を変形すると 

𝑆 = 7 (𝑡 −
8

7
)

2

+  
160

7
 

となるため、𝑆 の増減は以下の通りになる。 

 

 



𝑡 0  
8

7
  4 

𝑆 32 減少 
160

7
 増加 112 

 

したがって 0 < 𝑡 < 4 において、𝑡 = 
𝟖

𝟕
 で 𝑆 は最小値 

𝟏𝟔𝟎

𝟕
 をとる。 

 

𝑎 を 0 < 𝑎 < 3 を満たす定数とする。以下、𝑎 ≦ 𝑡 ≦ 𝑎 + 1 における 𝑆 の

最小・最大について考える。 

 

( i ) 𝑆 が 𝑡 = 
8

7
 で最小となるためには、𝑎 ≦ 8/7 ≦ 𝑎 + 1 を満たさなければ

ならない。このことから 

 

𝑎 ≦ 
8

7
 かつ 𝑎 + 1 ≧ 

8

7
  ⇒  

𝟏

𝟕
 ≦ 𝑎 ≦ 

𝟖

𝟕
 

 

 

 

( ii ) 𝑆 が 𝑡 = 𝑎 で最大となるときは 

 

(𝑡 = 𝑎 のときの 𝑆 の値) ≧ (𝑡 = 𝑎 + 1 のときの 𝑆 の値) 

 

が成り立たなければならない。このとき 



 

7𝑎2 − 16 𝑎 + 32 ≧ 7 (𝑎 + 1)2 − 16 (𝑎 + 1) + 32  

                      ⇒ 𝑎 ≦ 
9

14
 

 

となるため、条件を満たす 𝑎 の範囲は  0 < 𝑎 ≦ 
𝟗

𝟏𝟒
 

 

(2) ２次関数 𝑦 = 2𝑥2 のグラフを平行移動したグラフは 𝑦 = 2𝑥2 + 𝑎𝑥 + 𝑏 

(𝑎, 𝑏：実数) という方程式で表すことができる。このグラフが O, P, Q を通ると

き 

{
0 = 2 ×  02 + 𝑎 ×  0 + 𝑏

8 − 2 𝑡 = 2 (−8 + 2𝑡)2 + 𝑎 (−8 + 2𝑡) + 𝑏

10 𝑡 = 2 𝑡2 + 𝑎 𝑡 + 𝑏

 

⇒  𝑡 =
𝟓

𝟐
, 𝑎 = 5, 𝑏 = 0 

 

このとき２次関数は 

𝑦 = 2 𝑥2 + 5 𝑥 = 2 (𝑥 +
5

4
)

2

−  
25

8
 

となり、𝑦 = 2 𝑥2 のグラフを 

 

𝑥 軸方向に 
−𝟓

𝟒
、𝑦 軸方向に 

−𝟐𝟓

𝟖
 

 

だけ平行移動すればよい。 

 


